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タイトル サービス利用見込み量の推計・コミュニティ等の充実 

 

現状と課題 

全国及び愛知県などに比べ、訪問系サービスの給付費が低く、通所系サービスの給付費が高

い要因としては、コミュニティ不足や介護者支援不足の影響により、利用者の外出機会が減

少し、介護者のレスパイトケアを目的とした「通所介護」「地域密着型通所介護」「短期入所

生活介護」サービスの利用が高いためではないかと推測される。コミュニティや介護者支援

策と通所系サービスの相関性が高いと仮定した場合、コミュニティの充実等により本町の問

題が解消されるのではないかと考えられる。 

また、同様に施設及び居住系サービスの給付額が比較的多く、調査結果においても、認定者

の約 3割の人が施設などへの入所・入居を「検討している」又は「すでに入所入居申し込み

をしている」状況であることを踏まえ、供給量を踏まえた適切な施設整備が課題となる。 

第７期における具体的な取組 

・住民を主体としたサロン活動の推進 

・ボランティア活動の推進を目的としたボランティアポイント制度の創設 

・サービス提供体制確保を行えるよう、要因分析や適切な推計を行い、必要に応じて供給量

を踏まえた施設整備等を行う。 

目標（事業内容、指標等） 

・ボランティアポイント制度の創設 

・ニーズ調査等にて以下の項目に係る目標値達成 
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項⽬ 分⼦ ⽬標値
（平成32年度）

分⺟ 実績値
(平成29年度）



 

目標の評価方法 

 時点 

☑中間見直しあり 

□実績評価のみ 

 評価の方法 

 ・ボランティアポイント制度は創設できたか。 

・ニーズ調査等にて目標値に向け推移しているか。 

・毎年度のサービス見込量の進捗管理を通して、計画値等との乖離はないか。乖離がある

場合、地域支援事業等施策の影響はあるか。 

 


